
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：九州自動車道

小川スマートインターチェンジ工事
�２ 発 注 者：西日本高速道路株式会社 九州支社
�３ 工事場所：熊本県八代郡氷川町
�４ 工 期：平成２４年７月１８日～

平成２６年５月８日

本工事は、供用中の高速道路のバスストップを
改良し、新たしいスマートインターチェンジを築
造する工事で工事延長は L＝８１０．０mである。
工事期間中も本線の通行止めはなく規制による
工事となる。

２．現場における課題

当現場は、施工範囲も広くインターチェンジと
あって本線の路線が多いことから横断図箇所の数
が約１１０断面ある。通常の着工前測量は、監督職
員の指示を受けた工事基準点を用い基本基準測量
を行い、基準点を設置し完了後、本線の中心杭・
幅杭を設置しトータルステーションを用い現地盤
線を観測する。
よって当現場では、単純に中心杭は約１１０箇所
程度、幅杭も約１１０程度と合計２２０箇所の設置が必
要であり、設置後の横断観測となる。また、急勾
配が多く観測作業での安全作業が懸念され作業効
率の低下が考えられる。従来の横断観測では作業
日数を要し早期着工には、早期の着工前測量の観
測及び報告書の作成が急務であった。
また、供用中の本線もあることから作業に制限
があり供用中の本線内の測量作業が特に課題とな
った。
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３．対応策・工夫・改善点・適用効果

基準点設置後に作業開始できる３次元レーザー
スキャナーでの測量を実施した。３次元レーザー
スキャナーとは、非接触型計測システムである地
上型３次元レーザースキャナーを活用した３次元
計測である。測定範囲は３００mとあって範囲は広
い。先程説明した様に非接触型計測のため容易に
測量が可能である。問題点にあった供用中の本線
内の測量も本線外からの測量が可能となり作業制
限の問題も改善された。作業員も２人で可能であ
り現場での作業もスキャナーが完了すれば、外で
の作業は完了である。下記に３次元レーザースキ
ャナー計測の作業内容を示す。
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また、非接触型とあって急勾配の観測であって
も作業員が現地にミラー等を設置しなくても観測
できるため完全性にも優れ作業効率が向上した。
工事の進捗状況に合わせて観測できるので工程管
理も容易になる。図面作製も３D対応のCADが
必要となるが１mピッチでの横断の図化も可能
であり施工中必要となった測点での作成も可能で
ある。よって１度３次元スキャナー計測を行って
いればあらゆる測点での横断図の作成が可能であ
り平面図の作成も可能である。図面の合成もでき
発注図との対比もできる。３D化もでき３D化
にすることにより地形の把握ができ施工計画にも
使用できる。完成形の設計データを用いた３D化
図面との対比もできる。イメージ図の作成ができ
説明図に使用することにより説明が容易になる。

４．おわりに

レーザースキャナー計測となるため伐採前に計
測すると誤差が生じるので精度向上のためには伐
採完了後が良い。現場での観測時間は短縮できる
が図面の作成は、データ解析後の図化となるため
通常測量の図面作製より時間を要する。現場条件
により機械設置回数や基準点設置数が異なってく
る。
工事範囲が広ければ基準点を多く使用するため
基準点の設置確認・整合性の確認を確実行う。
特に効果の高い適用箇所として、立ち入り禁止
区域などの計測、時間制限のある計測。適応でき
ない範囲は、測定距離が３００mを超える計測、計
測機械のレーザーが反射しない箇所・現場となる。
今回の施工では、３次元レーザースキャナーで
の観測となったが今日では、空撮による測量・図
面化等着工前測量と限らず災害等で作業員による
作業が困難な箇所等の作業が可能になってきてい
る。施工中での観測も容易になり土木工事におい
て測量方法も著しく進歩している。

図―４ ３次元レーザースキャナー状況

図―５ スキャニングデータ解析
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